全労連青年部主催　第五回ユニアカ
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＜模擬団交の取り組み方の説明＞

班の役割分担

監督：出演しないで、全体をみて指揮をする係り。

経営者役：できるだけ意地悪に。仮装や小道具も用意し、コミカルに。

組合役員：肩書きはさまざまだが、しっかりと頼れる存在を演じる。

労働者：さまざまな悩みを抱える。基本要求は、不払い残業代・長時間労働。

全体の構成（＝班編成）

1部：問題発生。職場でのひどい実態。

2部or3部：組合づくり。問題点整理など。
4部：団体交渉。

· 2話×4部構成＝8班での上演とする。1部8分で1話32分程度に収まるようにアドリブもふくめて作る。班がどの部を担当するかは、クジで決めます。
目的：

　模擬団交をとおして、労働組合の役割と意義、また相談する側にとってかけがえのない存在であることを認識する。組織づくり・仲間づくりの基本を学ぶ。

　また、他者を演じることで、自分とは離れた存在である役＝相手の側の気持ちにたつことも肌で学ぶ機会とする。時には意地悪な経営者、時には切実に苦しむ労働者になりきりましょう。基本は全員出演し、アドリブも含めて必ず発言することで、主体者として参加してもらう。

背景：既存の労組が団交でたたかう姿を描く。「新日本プロセス」老舗の印刷・出版の会社。社長のアントニオ猪狩さんは、先代のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りき),力)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どう),藤)さんから団体を引継ぎ、ここまで発展。従業員にも体育会系の闘魂を義務化している。業界にありがちな長時間労働は当たり前。怪我などの労災も多い。いままで給料がいいので我慢していたが、この不況と原油高の影響で賃金カット。果たして、従業員は社長と同じリングでたたかえるのか？

練習する上でのポイント

アドリブはみんなで考えましょう。台詞は言い換えてもかまいませんので、必ずスジは覚えて、自分の言葉として発しましょう。8分という時間に収まるように、はじめと終わりだけは固めておきましょう。班のメンバー全員が一度は見せ場を用意できるように、監督はしっかりと配慮してください。また、見ている人のことを考えて、立ち位置に気を配り、はっきりと声をだしましょう。

困ったことがあったら、事務局まで連絡ください。
「第二話　給与は振込みですか、それとも現金ですかーーーっ！」

給与明細

	部署
	氏名
	所定労働日
	出勤日
	有休休暇

	本社工場

オフ輪
	長州　力
	２３
	２２
	１

	基本給
	職務手当
	皆勤手当
	役職手当
	諸手当
	支給総額

	200,000
	20,000
	5,000
	20,000
	0
	245,000

	健康保険
	介護保険
	厚生年金
	雇用保険
	所得税
	住民税

	10,250
	1,413
	19,188
	1,500
	3,500
	11,200

	社員懇談会
	その他控除
	控除合計
	
	
	差引支給総額

	500
	0
	47,550
	
	
	197,450


	部署
	氏名
	所定労働日
	出勤日
	時間給

	デジタル製版
	蝶野正洋
	２３
	２３
	７００

	基本給
	職務手当
	皆勤手当
	役職手当
	諸手当
	支給総額

	128,800
	0
	10,000
	0
	0
	138,000

	健康保険
	介護保険
	厚生年金
	雇用保険
	所得税
	住民税

	0
	0
	0
	８３３
	2,560
	0

	社員懇談会
	その他控除
	控除合計
	
	
	差引支給総額

	500
	0
	3,893
	
	
	134,930


※この給与明細から、問題点を推理しよう。模擬団交の重要なポイントとなります。

第一部：新日本プロセス、ゴングが始業のベル。

監督：                   

経営者・アントニオ社長：                           

労組委員長：                                                    

労働者たち：本名で                                                         

場面は全社員集会

社長：元気ですかーーー！。

労働者たち：おはようございます。

社長：本日は、月締めの会社の状況と、新しい経営プランの提案を、全社集会で発表したいと思います。

労働者１：社長、仕事が立て込んでいるんですから、早くしてください。

労働者２：人が減って、大変なんですよ。人員補充してくれるんですか？

労働者たち：そうだ、そうだ。

社長：えー。元気があれば、なんでもできる！たしかに、ご存知のように、印刷業界は、きわめて厳しい。中には、工場を中国や韓国において、円高ドル安を利用して単価をどんどん下げています。業界自体の問題です。

委員長：給与は相当安いですよ、私たちも。労使で合意して５％カットしているじゃないですか！

社長：それはわかる。しかし、中国人の給与と、みなさんの給与じゃ、業界では太刀打ちできんのよ。これもグローバル化の波です。倒産する企業が相次いでいますから、うちだって例外じゃありません。

労働者１：じゃ、どうするつもりなんですか、社長は。

社長：人員は、派遣社員を導入します。これで、みなさんの部署も少しは楽になると思います。

労働者２：給与はどうなるんですか。若い僕らは安すぎて、生活できません。

社長：ですから、そこで！みなさんの成果に合わせて、手当てをつけたいと思います。この表を見てください。新しい給与明細です。

＜給与明細の表を出す＞

社長：みなさんの残業は代休として使うこともできます。そして、がんばれば若いみなさんも出世します。手当てをつけますので、どんどん成果を出してください。

（社長が答える側になり、質疑応答をアドリブで）
（難しい質問には、冗談などで返してもよい。）
（成果主義の判断基準は、社長の独断と偏見で採用すること。）
（最終的に、社長に労働者たちが丸め込まれる様子を描く。
委員長は納得していないが、
労働者たちの数で押し切れ荒れる状況を描いてください）
（労働者は、ちょっとおバカかもしれませんが、成果主義に理想を見出すほど、
先の見えない劣悪な職場環境を描いてください。）

社長：では、時間がありませんから。この辺で試合、ではなく仕事に入ってください。

委員長：みなさん異論はないんですか？私は納得していませんが。
労働者たち：…。（黙って下を向く）
社長：みなさん、黙認いただいたということでいいかな。ありがとう。それでは、仕事に戻ってください。 今日も元気よく、働くぞーーー！いいか！1、2、3、ダーーー！

労働者たち：（力なく、社長に従いこぶしを出す。）
第二部： 新日のベルトをかけた成果主義

監督：　　　　　　　

アントニオ社長：　　　　　　　　　　　

委員長：　　　　　　　　　　　　

労働者たち：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

派遣社員：　　　　　　　　

社長：みなさん、どうですか。がんばっていますか。

派遣：社長、この部分ですが…これでよろしいのでしょうか…

社長：派遣の○さんは、ものすごく優秀だね。それに比べて、うちの正社員ときたら。

労働者１：委員長、言わせておいていいんですか！

委員長：たしかに、派遣の人は、私たちより給与が安いのに、よく働いている。

労働者２：たしかに、そうですが。こんなはずじゃなかった。

労働者３：そうですよ。もっと給与がバン！とあがって、残業も代休にして休める予定だったのが。ちっともちがうじゃないですか。

社長：なんなら、いつでも試合に応じますよ。それにしても、なんだね。会社の新しいシステムに納得して賛成したのは、他でもない君たちじゃないか。

労働者：（反論できず）それは…

委員長：社長、たしかにおっしゃるとおりです。しかし、私は納得していません。

社長：好きにすればいい。団体交渉なら、いつでも応じますよ。そうそう、がんばって結果をだせば、その月間のMVPを与えます。MVPのベルトと特別手当です。みなさん、バンバン働いてくださいね。（社長は去る）

委員長：ベルトをわたす気がまったくない社長だな。これは困ったな。

労働者１：どうしますか、委員長。

派遣：この会社に入って思ったのは、労働組合のみなさんの方が不満しか言ってないってことですよ。アントニオ社長のほうが正論に聞こえます。業界全体の景気が下向きなのに、自分たちの都合だけ主張していても、前に進めません。

委員長：そうだな。
（派遣さんは、冷静に労働組合への素朴な疑問をぶつける。）
（「労組は、正規の既得権だけ守っているのか？」
「賃上げなんて贅沢」
「景気が悪いから要求すること自体が間違いじゃないの？」
など、労組への疑問を）
（労働者側はそれに答えていく。労働組合の魅力を語る。）

（委員長が適宜まとめ、最終的に派遣さんも組合に入るように納得する結論にもっていく。）

派遣：そうですか。よくわかりました。

委員長：要求と一緒に、会社を盛り上げていく提案も必要だね。職場づくりも一緒にとりくんでいこういか。

労働者１：私も、社長の説明を聞いたときは、自分だけよければという考えがありました。反省しています。

労働者２：派遣の人がきたときは、正直、安く使えて責任もなくて、いいよなと思ってました。ごめんね。でも、いまは、一緒に仕事をやっていきたい。

委員長：どうです、○さん、派遣でもいっしょに組合をやってきませんか？

派遣：私でよければ、入れてください。

（全員の拍手）

労働者３：そうしたら、歓迎会ということで、盛大に飲みにいきますか！

第三部：闘魂、リングに立つ。 

監督：　　　　　　　　

委員長：　　　　　　　

労働者たち：　　　　　　　

派遣労働者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（執行委員会を開いている）
委員長：それでは、定例の執行委員会を開催していきたいと思います。今日のメインは、次の団体交渉にむけてです。新しい給与明細でどうでしたか？
（改めて要求を討議。中にはまったく関係ない批判も。）
（冗談も交えてかまいません）
（他の班が出した意見も、アドリブで取り入れてください。）
委員長：お静かに。問題点を具体的に整理して、まとめていきましょう。
（書記長役がまとめて、問題点を列挙する）
（それに対して、働く権利手帳をもとに、
労働者たちが自ら労働法で答えを見出していく。）
（アドリブもまじえて）
委員長：これで要求書ができますね。メインは長時間残業、代休や有休が取れない状態について。そのほかの問題は、社長に確認しながらすすめていきましょう。メインの軸はずらさずに。

労働者１：よし。いいね。

労働者２：でも、あの社長は口がうまいから、コブラツイストのように丸め込まれたらどうしよう。

委員長：そうですね。みなさんはどうしたらいいと思いますか？

労働者３：結論をすぐに出さないで、次の交渉まで延ばすとか。

委員長：そうですね。あくまでみなさんの最大の不満である点に集中して交渉をすすめていきましょう。

派遣労働者：団体交渉って、はじめて参加するんですが、どうしたらいいんですか？

労働者１：俺らに任せておけって。

労働者２：そうそう。参加することに意義があるんだから。

委員長：私が進めますから、その場面がきたら自分の気持ちをストレートにぶつけてください。

労働者１：ひとりじゃないから、困ったらタッチしな。みんなで助け合って盛り上げようよ。

労働者３：そしたら、練習にシュプレヒコールをしてみますか。

派遣：はじめてなんでできますかね？

委員長：じゃ、練習にやってみようか。

＜みんなでシュプレヒコールをする。好きなフレーズで。１、２、３、○○！と猪木風に。＞

第四部：　世紀の一戦。新日を背負っていくのは誰だ？！ 

監督：　　　　　　　

アントニオ社長：　　　　　　　　　
委員長：　　　　　　　　　　

派遣労働者：　　　　　　　

組合員たち：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

委員長：今日は、団体交渉に応じてくれて、ありがとうございます。

社長：いったい、どういうつもりだ。団体戦のわりには、私がひとりきりじゃないか。こっち側に座るやつはいないのか。

労働者たち：…。

社長：それに、この給与制度に一度は納得したじゃないか。おい、○○君、君は他の人より給与があがったよな？派遣の○○さん、どういうつもりだ、契約を切られるのが怖くないのか。
（社長は、いろいろ切り崩そうと話しかけてくる。
パワハラ的な発言や、明らかな違法を助長する発言も飛び出す。）
（労働者たちは、毅然と回答する。明らかな法律違反の発言にはぴしゃりと。）

委員長：団体交渉ですので、誠実な交渉を望みます。私たちは、社長の愚痴を聞くためにあつまったわけではないんですから。

社長：ふん。新しい給与制度は、撤回しないぞ。私に勝ってから言うんだな。

労働者１：会社を立て直そうと奮闘しているのは、僕たちですよ。社長なんて何してるんですか？

社長：地方巡業に出たりして、いろいろ忙しいんだよ。

労働者２：必死になって私たちが働いたからこそ、経営は上向いたじゃないですか。私たちは会社のために奮闘してきてんですよ。

（労働者たち、口々に問題点を発言する。自分の言葉でいいので、自由に発言）
（社長は、のらりくらりと逃げる。おかど違いな反論もまぜながら）

委員長：この業界は、技術が勝負です。長い目でみれば、有能な労働者がいなければ会社は持たないことは分かるでしょ、社長。技術革新がめまぐるしいこの業界で、老舗のこの会社がもってこれたのも、先代から続く職人魂ではないのでしょうか。 

社長：たしかに。この新日本プロセスは、つぶしたくない。それは老舗だけではなく、確かな技術力があるからだ。

委員長：社長、一緒に会社を盛り上げていきたい私たちの気持ちを裏切らないでください。違法だけは我慢できません。法律に従ってくださいよ。先代の社長に顔向けできませんよ。

社長：たしかに、先代のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りき),力)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どう),藤)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ざん),さん)社長の技術へのこだわりは忘れてはならなかったかもしれないな。

労働者１：社長、賃金カットはのんでもいいと私は思っています。会社が大変なら。しかし、サービス残業は違法です。いくら成果が大事だからって、過労死をこの職場から出した日には、気持ちよく働けなくなります。

労働者２：社長。考えてください。

労働者３：社長。お願いします。

（社長、さらさらと要求書にサインして、渡す。）

社長：新日は、ルールを重んじる団体だ。すぐに違法は改める。有休はとれるようにする。未払い残業代は一部だけ支払う。だが、経営も大変だ。私も給与をカットしているんだ、みんなにも責任を分かち合ってもらう。今日、回答できるのは、この部分だけだ。全額は不可能だ。
委員長：ありがとうございます！。

社長：未払い分は、振込みですか、それとも、現金ですかーーー？！

労働者たち：社長。。。。

社長：失礼した。すみやかに振込みます。

＜終わり＞
